
2b）。気管モデル内でのカフ内圧は，5/10mLでそれ
ぞ れ，5.3/399.9hPa以 上・6.7/399.9hPa以 上・
14.7/399.9hPa以上であり，圧規定法と量規定法とも
に， 条 件により， 至 適カフ管 理 圧の下 限 値（ 約
20hPa）または上限値（約30hPa）を逸脱する結果と
なった。3) 圧規定法と量規定法（5mL注入）では，
気管チューブ径によらず加圧開始直後よりグリセリンが
カフ下部へ流出し始め，1分以内に全量が流出した。
一方，量規定法（10mL注入）とHybrid法では，全て
の気管チューブで加圧後もグリセリンの流出は認めな
かったが，量規定法（10mL注入）では目視にて注入
時より気管径の拡大を認めた（図3）。
【考察】

圧規定法では，カフ内が空気で満たされているた
め，ボイルの法則によりカフ体積が環境圧の変化に逆
比例したと推察できる。カフ内圧20hPa以下は，人
工呼吸器関連肺炎発症の独立した危険因子であり1)，
30hPaより高い場合は，気管組織障害のリスクが上昇
すると報告されている2)。そのため，環境圧がダイナミ
ックに変化する高気圧酸素治療では，圧規定法での
対応は困難である。量規定法では，カフ内が非圧縮
性の蒸留水で満たされているため，環境圧変化の影
響を受けない。しかし，カフ内圧は，注入量に加えて，
気管サイズやカフ直径との比率等に影響を受ける3)。
さらに，非圧縮性という性質から緩衝作用がないため，
注入量を規定したカフ内圧の調整は難しい。一方，
Hybrid法では，圧規定法と量規定法のメリットを活か
しつつ，デメリットを打ち消すことができると考えられ
た。
【結語】

カフ管理方法の違いにより環境圧変化に伴うカフ状
態の動態は異なっていた。高気圧環境では，カフ内
圧の調整ができ，環 境 圧による容量変化のない
Hybrid法が最も望ましいと考えられた。
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一般演題【HBO装置関連】
気管チューブのカフ管理方法の違いによる高
気圧環境での影響
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【目的】
気管チューブのカフ管理方法の違いによる，高気圧

環境でのカフ状態の差異について検討した。
【対象】

Medtronic社製Shiley™TaperGuard™Evac（チュー
ブ径：7.5・8.0・8.5mm，各5本ずつ）
【方法】
1)  圧規定法：カフ圧計を用いて空気によりカフ内圧を

調整する方法
大気圧下にてカフ内圧を30hPaに調整し（加圧前），

次いで0.18MPaまで加圧（治療圧），再度カフ内圧を
30hPaまで加圧後に大気圧まで減圧（減圧後）の3点
についてカフ内圧を比較した。
2)  量規定法：カフ内に注入する蒸留水量を規定する

方法
大気圧下にて一律5 or 10mLの蒸留水をカフ内に

注入し，加圧前・治療圧・減圧後の3点でカフ容量を
比較した。また，直径1.9cmの気管モデル内に挿入し
た際のカフ内圧についても併せて評価した。
3)  Hybrid法：圧力トランスデューサを用いて蒸留水に

よりカフ内圧を30hPaに調整する方法（図1）
各カフ管理方法において，気管モデル内に挿入した

気管チューブのカフ上部に着色したグリセリン5mLを
封入し，0.18MPaまで加圧した際のグリセリンの流出
の有無について比較した。
【結果】

表記は平均値とし，チューブ径7.5・8.0・8.5mmの
順に示した。1) カフ内圧は，加圧前で全て30hPa，
治 療 圧 で 全 て0hPa， 減 圧 後 で152.7・136.2・
137.2hPaであった（図2a）。2) カフ容量は，5/10mL
のいずれも全ての評価点で変化は認めなかった（図

図1　Hybrid 法（回路構成） 図2　環境圧変化に伴うカフの動態
（a.�圧規定法、b.�量規定法）

図3　高気圧環境下でのカフによるシーリング機能
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